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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第44期

第２四半期累計期間
第45期

第２四半期累計期間
第44期

会計期間
自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日

自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日

売上高 （千円） 3,437,263 3,354,048 6,749,005

経常利益 （千円） 105,451 216,688 189,885

四半期（当期）純利益 （千円） 16,812 86,847 56,460

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － － －

資本金 （千円） 798,288 798,288 798,288

発行済株式総数 （株） 5,815,294 5,815,294 5,815,294

純資産額 （千円） 6,116,313 6,180,633 6,126,664

総資産額 （千円） 8,484,503 8,291,392 8,217,846

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 2.90 15.00 9.75

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 15.00

自己資本比率 （％） 72.1 74.5 74.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 339,675 479,196 546,600

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △23,765 △63,173 △61,207

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △341,288 △334,705 △513,225

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 294,467 373,331 292,014

　

回次
第44期

第２四半期会計期間
第45期

第２四半期会計期間

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 14.28 5.34

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等については、

記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりませ

ん。

　　

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

　　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第２四半期累計期間における我が国経済は、東日本大震災からの復興事業による内需の下支えなどにより緩や

かに回復しつつあるものの、原油価格の高騰や電力供給不足の問題、欧州の財政懸念の再燃など依然として先行き

不透明な状況にあります。

　フォーム印刷業界におきましては、電子媒体やデジタル化の進展により一般ビジネスフォーム印刷の需要が逓減

しており、その中で企業の経費削減や価格競争が激しくなるなど、厳しい経営環境となりました。

　この様な情勢の中での結果、売上高3,354百万円（前年同四半期比2.4％減）、営業利益217百万円（同105.3％

増）、経常利益216百万円（同105.5％増）、四半期純利益86百万円（同416.6％増）となりました。

　なお、売上状況につきましては、ビジネスフォーム1,512百万円（前年同四半期比7.7％減）、一般帳票類645百万円

（同0.7％減）、データプリント及び関連加工1,140百万円（同5.3％増）、サプライ商品55百万円（同15.5％減）と

なっております。

　

(2）財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて73百万円増加し、8,291百万円となりました。資

産の部においては、流動資産が111百万円増加し1,829百万円、固定資産が37百万円減少し6,461百万円となりまし

た。また、負債の部においては、流動負債が25百万円増加し1,711百万円、固定負債が5百万円減少し399百万円となり

ました。この結果、純資産の部においては、53百万円増加し6,180百万円となり、自己資本比率が74.5％となりまし

た。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末に比べ81

百万円増加し、373百万円となりました。 

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は479百万円（前年同四半期は339百万円の獲得）となりました。これは主として税

引前四半期純利益180百万円、減価償却費142百万円、投資有価証券評価損34百万円及び仕入債務の増加額57百万円

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は63百万円（前年同四半期は23百万円の使用）となりました。これは主として有形

固定資産の取得による支出16百万円、無形固定資産の取得による支出10百万円、投資有価証券の取得による支出55

百万円及び投資有価証券の売却及び償還による収入17百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は334百万円（前年同四半期は341百万円の使用）となりました。これは主として短

期借入金の純減少額257百万円、長期借入金の返済による支出98百万円、配当金の支払86百万円及び長期借入れによ

る収入150百万円によるものであります。

　　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,400,000

計 15,400,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,815,294 5,815,294

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株

計 5,815,294 5,815,294 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 5,815,294 － 798,288 － 600,052
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（６）【大株主の状況】

　 平成24年６月30日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（千株）

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合（％）

内外カーボンインキ㈱ 大阪府高槻市上土室６丁目17－１ 550 9.46 

㈱みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１－５ 266 4.59 

村　上　文　江 東京都中野区 255 4.38 

光ビジネスフォーム従業員持株会 東京都新宿区西新宿２丁目６－１ 240 4.14 

三井住友信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内１丁目４－１ 237 4.08 

瀬　戸　政　春 東京都杉並区 174 2.99 

富士フィルムビジネスサプライ㈱ 東京都中央区銀座２丁目２－２ 141  2.43 

㈱りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２－１ 133 2.29 

日本トラスティ・サービス信託銀行

㈱（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 131  2.25 

㈱ミヤコシ　 千葉県習志野市津田沼１丁目13－５ 122 2.11 

計 － 2,251   38.72 

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　26,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 5,763,000 5,763 －

単元未満株式 普通株式　　　26,294 － １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 5,815,294 － －

総株主の議決権 － 5,763 －

（注）　単元未満株式には当社所有の自己株式112株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

光ビジネスフォーム

株式会社

東京都八王子市

東浅川町553番地
26,000 － 26,000 0.45

計 － 26,000 － 26,000 0.45

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成24年４月１日から平成24年

６月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年１月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の財務

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。 

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合を示すと次のとおりであります。 

①　資産基準 0.3％ 　

②　売上高基準 0.0％ 　

③　利益基準 △4.4％ 　

④　利益剰余金基準 △0.0％ 　

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 292,014 373,331

受取手形及び売掛金 ※
 1,130,169

※
 1,150,774

製品 156,121 142,431

原材料 30,511 30,446

仕掛品 13,008 17,021

繰延税金資産 12,630 20,954

その他 88,716 103,682

貸倒引当金 △5,141 △9,088

流動資産合計 1,718,032 1,829,554

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,627,027 1,598,460

機械及び装置（純額） 350,419 306,008

土地 2,949,069 2,948,714

その他（純額） 284,827 317,850

有形固定資産合計 5,211,344 5,171,032

無形固定資産 138,210 130,641

投資その他の資産

投資有価証券 586,410 685,226

保険積立金 313,041 266,163

繰延税金資産 59,477 19,165

その他 200,392 199,627

貸倒引当金 △9,061 △10,018

投資その他の資産合計 1,150,260 1,160,164

固定資産合計 6,499,814 6,461,838

資産合計 8,217,846 8,291,392

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 811,641 869,637

短期借入金 512,180 337,710

未払法人税等 16,274 108,217

賞与引当金 17,572 19,621

その他 328,136 376,014

流動負債合計 1,685,804 1,711,202

固定負債

長期借入金 42,530 10,900

役員退職慰労引当金 113,329 119,089

資産除去債務 23,130 23,369

その他 226,387 246,198

固定負債合計 405,377 399,557

負債合計 2,091,182 2,110,759
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(単位：千円)

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 798,288 798,288

資本剰余金 600,052 600,052

利益剰余金 4,827,239 4,827,247

自己株式 △17,748 △17,778

株主資本合計 6,207,832 6,207,810

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △81,167 △27,177

評価・換算差額等合計 △81,167 △27,177

純資産合計 6,126,664 6,180,633

負債純資産合計 8,217,846 8,291,392
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 3,437,263 3,354,048

売上原価 2,752,268 2,577,595

売上総利益 684,994 776,453

販売費及び一般管理費 ※
 579,258

※
 559,382

営業利益 105,736 217,070

営業外収益

受取利息 770 785

受取配当金 9,471 7,507

受取保険金 2,191 4,391

受取賃貸料 574 1,148

雑収入 3,086 2,825

営業外収益合計 16,094 16,658

営業外費用

支払利息 9,444 6,637

保険解約損 4,718 －

貸倒引当金繰入額 － 7,355

雑損失 2,216 3,046

営業外費用合計 16,379 17,040

経常利益 105,451 216,688

特別利益

固定資産売却益 5,200 1,383

投資有価証券売却益 5,912 427

特別利益合計 11,113 1,810

特別損失

固定資産除却損 44 2,624

投資有価証券売却損 487 －

投資有価証券評価損 25,779 34,271

ゴルフ会員権評価損 50 300

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 8,589 －

減損損失 － 355

特別損失合計 34,951 37,552

税引前四半期純利益 81,613 180,946

法人税、住民税及び事業税 61,863 102,747

法人税等調整額 2,936 △8,647

法人税等合計 64,800 94,099

四半期純利益 16,812 86,847
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 81,613 180,946

減価償却費 154,019 142,649

減損損失 － 355

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 8,589 －

投資有価証券売却損益（△は益） △5,425 △427

投資有価証券評価損益（△は益） 25,779 34,271

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,480 5,760

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10,500 △7,900

受取利息及び受取配当金 △10,241 △8,293

支払利息 9,444 6,637

有形固定資産除売却損益（△は益） △5,155 1,275

ゴルフ会員権評価損 50 300

売上債権の増減額（△は増加） △65,366 △20,605

たな卸資産の増減額（△は増加） 72,193 9,742

仕入債務の増減額（△は減少） 31,829 57,996

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,410 3,441

その他 50,294 83,208

小計 342,014 489,358

利息及び配当金の受取額 10,241 8,293

利息の支払額 △9,163 △6,489

法人税等の支払額 △3,416 △11,965

営業活動によるキャッシュ・フロー 339,675 479,196

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △13,787 △16,619

有形固定資産の売却による収入 7,677 1,700

無形固定資産の取得による支出 △6,460 △10,032

投資有価証券の売却及び償還による収入 32,632 17,743

投資有価証券の取得による支出 △43,440 △55,777

その他 △387 △187

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,765 △63,173

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △70,263 △257,300

リース債務の返済による支出 △35,259 △41,736

長期借入れによる収入 － 150,000

長期借入金の返済による支出 △148,592 △98,800

自己株式の取得による支出 △301 △29

配当金の支払額 △86,872 △86,839

財務活動によるキャッシュ・フロー △341,288 △334,705

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △25,378 81,317

現金及び現金同等物の期首残高 319,845 292,014

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 294,467

※
 373,331
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【追加情報】

当第２四半期累計期間
（自  平成24年１月１日　至  平成24年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

前事業年度
（平成23年12月31日）

当第２四半期会計期間
（平成24年６月30日）

※　決算期末日満期手形の会計処理

決算期末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもっ

て決済処理しております。なお、当決算期末日が金融機

関の休日であったため、次の決算期末日満期手形が期

末残高に含まれております。

※　四半期会計期間末日満期手形の会計処理

四半期会計期間末日満期手形の会計処理は、手形交換

日をもって決済処理しております。なお、当第2四半期

会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四

半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末残高に

含まれております。

受取手形 16,513千円 受取手形 25,062千円

　

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日）

※　販売費及び一般管理費の主なもの ※　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 261,897千円

貸倒引当金繰入額 7,140千円

賞与引当金繰入額 5,605千円

役員賞与引当金繰入額 10,500千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,801千円

給与手当 251,668千円

貸倒引当金繰入額 3,964千円

賞与引当金繰入額 5,496千円

役員賞与引当金繰入額 13,100千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,760千円

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 294,467千円

現金及び現金同等物 294,467千円

現金及び預金 373,331千円

現金及び現金同等物 373,331千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月30日

定時株主総会
普通株式 86,872千円 15.00円 平成22年12月31日平成23年３月31日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日

定時株主総会
普通株式 86,839千円 15.00円 平成23年12月31日平成24年３月30日利益剰余金

　

（金融商品関係）

当第２四半期貸借対照表計上額と時価との差額及び前事業年度に係る貸借対照表計上額と時価との差額に重要

性が乏しいため、記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

　前事業年度の末日に比べて著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当社はデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　関連会社を有していないため、該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、印刷関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2円90銭 15円00銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 16,812 86,847

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 16,812 86,847

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,790 5,789

（注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

　 　平成２４年８月７日　
光ビジネスフォーム株式会社 　 　

取　締　役　会　　　御　中 　 　

　

　 有限責任監査法人トーマツ

　　

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 森　　谷　　和　　正　　印

　

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 渡　　邊　　康 一 郎　　印

　

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている光
ビジネスフォーム株式会社の平成２４年１月１日から平成２４年１２月３１日までの第４５期事業年度
の第２四半期会計期間(平成２４年４月１日から平成２４年６月３０日まで)及び第２四半期累計期間
(平成２４年１月１日から平成２４年６月３０日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照
表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四
半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して
実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて
限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、光ビジネスフォーム株式会社の平成２４年６
月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
　

以　上
　
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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